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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

資
料
紹
介渡

辺
重
春
著
「
留
別
書
弁
」

松

岡

李

奈

本
稿
で
は
、
現
在
、
慶
應
義
塾
と
の
共
同
研
究
を
す
す
め
る
新
中
津
市
学
校
で
保
管
し
て
い
る
「
渡
辺
家
資
料
」
か
ら
、
中
津

の
神
官
で
あ
り
皇
学
者
で
あ
っ
た
渡
辺
重
春
が
執
筆
し
た
「
留
別
書
弁
」
を
翻
刻
し
、
紹
介
す
る
。
三
重
県
で
保
管
さ
れ
て
い
た

「
渡
辺
家
資
料
」
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
に
中
津
市
に
移
管
さ
れ
、
令
和
二
年
度
よ
り
中
津
市
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、

慶
應
義
塾
斯
道
文
庫
の
協
力
の
も
と
、
資
料
整
理
・
調
査
を
進
め
て
き
た
。
渡
辺
家
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
資
料
群
は

典
籍
約
二
〇
〇
〇
点
、
絵
画
や
書
籍
は
三
〇
〇
点
、
書
簡
な
ど
の
歴
史
資
料
が
二
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
膨
大
な
も
の
で
（
1
）

あ
る
。
本

稿
で
紹
介
す
る
「
留
別
書
弁
」
は
福
沢
諭
吉
が
執
筆
し
た
「
中
津
留
別
之
書
」（
以
下
「
留
別
之
書
」
と
す
る
）
の
内
容
に
つ
い

て
、
重
春
が
自
説
を
論
じ
た
も
の
で
、
字
数
は
八
五
〇
〇
字
程
の
も
の
で
あ
る
。「
留
別
之
書
」
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
書
か
れ
た
、
故
郷
・
中
津
の
人
々
に
新
時
代
の
生
き
方
を
説
く
エ
ッ
セ
イ
だ
が
、「
留
別
書
弁
」
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
批
判

的
な
論
調
で
あ
り
、
当
時
実
際
に
「
留
別
之
書
」
を
手
に
し
た
人
物
が
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
貴
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重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
資
料
内
容
に
加
え
て
、
著
者
・
重
春
や
維
新
前
後
の
中
津
の
学
流
や
教
育
を
取
り
巻
く
状
況

に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

一
、
渡
辺
重
春

渡
辺
家
は
宇
都
宮
家
家
臣
渡
辺
右
京
進
重
国
の
子
孫
で
、
八
幡
古
表
宮
神
官
の
（
2
）

家
系
で
あ
る
。
重
春
の
祖
父
・
重
名
は
神
官
を

務
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
学
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
重
名
は
荒
木
田
久
老
や
本
居
宣
長
に
師
事
し
、
中
津
藩
藩
校
・
進
脩
館

設
立
の
際
に
は
国
学
教
授
を
命
ぜ
ら
れ
、
奥
平
昌
高
に
は
和
歌
を
教
授
（
3
）

し
て
、
国
学
者
と
し
て
の
地
位
を
築
き
、
以
降
渡
辺
家
か

ら
国
学
者
が
輩
出
さ
れ
た
。
重
名
の
孫
に
あ
た
る
重
春
は
、
重
名
の
息
子
・
重
蔭
の
子
と
し
て
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
中
津

に
生
ま
れ
た
。
中
津
の
儒
官
・
手
島
物
斎
に
漢
学
を
習
い
、
皇
学
を
修
め
る
た
め
浪
花
に
赴
い
て
萩
原
広
道
や
桜
東
雄
ら
に
学

（
4
）

ん
だ
。
伊
勢
に
移
っ
た
後
は
御
巫
清
直
に
師
事
し
、
さ
ら
に
平
田
篤
胤
の
没
後
の
門
人
と
な
（
5
）

っ
て
、
平
田
派
国
学
に
傾
倒
し
た
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
遊
学
か
ら
中
津
に
戻
り
、
私
塾
や
進
脩
館
で
皇
学
を
教
授
し
た
。
重
春
の
業
績
の
一
つ
と
し
て
地
誌

「
豊
前
志
」
の
編
纂
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
重
春
が
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
仕
上
げ
た
稿
本
を
、
重
春
の
息
子
・
重
兄

が
増
訂
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
重
春
は
豊
前
国
に
関
す
る
資
料
を
、
自
ら
の
足
で
収
集
し
書
き
上
げ
た
と
い
い
、「
渡
辺

家
資
料
」
中
に
は
そ
の
資
料
や
重
春
直
筆
の
稿
本
も
現
存
す
る
。
明
治
六
年
に
廣
田
神
社
大
宮
司
及
び
大
講
義
に
任
ぜ
ら
れ
て
以

降
は
、
関
西
に
居
住
し
、
龍
田
神
社
、
大
鳥
神
社
と
大
社
の
宮
司
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
奈
良
県
下
神
道
事
務
分
局
長
や
皇
典
講
究

所
委
員
に
も
就
任
し
た
。
明
治
二
三
年
五
月
、
享
年
六
〇
歳
で
堺
に
て
歿
し
た
。
福
沢
と
渡
辺
家
の
関
係
は
、
重
名
の
娘
が
福
沢

の
母
・
順
の
従
兄
で
あ
る
増
田
久
行
に
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
縁
戚
関
係
に
あ
た
り
、
こ
の
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
増
田
宋
太
郎
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で
あ
る
。
福
沢
は
『
福
翁
自
伝
』「
増
田
宋
太
郎
に
う
か
が
わ
る
」
の
中
で
、
渡
辺
家
に
つ
い
て
「
元
来
こ
の
宋
太
郎
の
母
は
神

官
の
家
の
妹
で
、
そ
の
神
官
の
せ
が
れ
、
す
な
わ
ち
従
兄
に
水
戸
学
風
の
学
者
が
あ
っ
て
」
と
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
は

（
6
）

認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
渡
辺
家
に
関
す
る
先
行
研
究
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。「
渡
辺
家
資
料
」
か
ら
は
、
福
沢
が
長
崎
に

留
学
す
る
際
に
渡
辺
家
に
売
却
し
た
父
・
百
助
の
（
7
）

蔵
書
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
資
料
調
査
に
よ
っ
て
研
究
が
進
む
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、「
留
別
書
弁
」
の
ほ
か
に
、「
渡
辺
家
資
料
」
か
ら
は
、
福
沢
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
執
筆
し
た
「
唐
人

往
来
」
の
写
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
重
春
が
福
沢
に
対
し
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

二
、
維
新
前
後
に
お
け
る
中
津
の
学
流

重
春
は
維
新
期
に
皇
学
教
育
に
従
事
し
た
こ
と
か
ら
、
中
津
藩
士
、
特
に
下
士
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
弟
・
重
石
丸
が
開

い
た
私
塾
・
道
生
館
で
は
増
田
宋
太
郎
な
ど
下
士
階
級
が
多
く
学
ん
で
（
8
）

お
り
、
重
春
・
重
石
丸
は
彼
ら
の
尊
王
攘
夷
思
想
の
支
柱

と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
藩
校
・
進
脩
館
で
は
、
上
士
・
下
士
関
係
な
く
入
学
が
許
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
上
士
跋
扈
を
下
士
が

忌
避
し
て
進
脩
館
に
入
学
せ
ず
私
塾
に
入
学
す
る
と
い
う
（
9
）

風
潮
の
た
め
で
、
上
士
と
下
士
の
軋
轢
の
原
因
で
も
あ
っ
た
。
明
治
二

年
に
道
生
館
が
重
石
丸
の
京
都
行
き
に
よ
っ
て
閉
校
し
、
道
生
館
の
後
継
と
し
て
藩
校
の
皇
学
科
が
独
立
す
る
と
い
う
形
で
皇
学

校
が
開
校
さ
れ
、
重
春
が
教
授
に
つ
い
た
。
一
方
で
、
こ
の
頃
か
ら
皇
学
派
は
中
津
藩
上
層
部
の
洋
学
贔
屓
の
態
度
に
つ
い
て
不

満
を
抱
い
て
い
た
。
宋
太
郎
は
重
石
丸
に
対
し
、
明
治
二
年
六
月
二
二
日
付
渡
辺
重
石
丸
宛
増
田
宋
太
郎
書
簡
に
お
い
て
、
福
沢

の
助
言
に
よ
り
洋
学
校
設
立
計
画
が
推
進
さ
れ
る
現
状
を
報
告
し
て
、「
皇
学
ニ
於
而
ハ
今
以
何
之
御
世
話
も
無
御
座
候
ハ
本
末

渡辺重春著「留別書弁」
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転
倒
之
至
ニ
御
（
10
）

座
候
」
と
嘆
い
て
お
り
、
皇
学
派
の
不
満
は
た
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
不
満
は
、
明
治
四
年
に
中
津
市
学
校
が
開
校

さ
れ
て
か
ら
よ
り
強
ま
り
、
加
え
て
明
治
五
年
、
皇
学
校
と
進
脩
館
を
継
い
だ
片
端
進
脩
館
が
（
11
）

合
併
し
た
こ
と
で
、
漢
学
派
と
皇

学
派
の
関
係
も
悪
化
し
て
、
旧
・
進
脩
館
と
旧
・
皇
学
校
、
市
学
校
の
漢
皇
洋
の
三
グ
ル
ー
プ
の
対
立
構
造
と
な
（
12
）

っ
た
。
当
時
の

情
勢
に
つ
い
て
重
石
丸
は
、「
洋
学
派
連
の
如
き
は
、
我
が
道
生
館
を
目
し
て
田
舎
学
者
云
々
の
評
を
下
し
た
る
（
13
）

よ
し
」
と
述
べ

て
お
り
、
い
か
に
対
立
が
激
化
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
緊
迫
し
た
情
勢
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
、
福
沢
は
明
治
六
年

四
月
一
五
日
付
島
津
復
生
宛
書
簡
に
お
い
て
、「
何
卒
静
に
し
て
」
と
他
校
生
徒
を
挑
発
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
ほ
ど
で
あ

（
14
）

っ
た
。「
留
別
書
弁
」
は
、
右
の
よ
う
に
中
津
藩
内
で
各
学
流
が
主
導
権
を
争
う
中
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
福
沢
思
想
に
対
し
て
反

発
す
る
皇
学
派
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
で
あ
る
。

三
、
資
料
内
容

次
に
、
本
資
料
の
内
容
を
概
観
す
る
。「
留
別
書
弁
」
は
、「
留
別
之
書
」
の
筆
写
と
重
春
の
論
弁
が
、
各
論
題
ご
と
に
交
互
に

記
さ
れ
て
い
る
。
文
体
の
特
徴
と
し
て
、「
留
別
之
書
」
本
文
は
変
体
仮
名
が
、
重
春
の
論
弁
は
片
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

重
春
が
「
留
別
書
弁
」
を
執
筆
し
た
の
は
明
治
四
年
二
月
の
た
め
、「
留
別
之
書
」
が
写
本
と
し
て
流
布
し
始
め
た
初
期
に
入
手

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
西
沢
氏
の
（
15
）

指
摘
に
よ
れ
ば
、「
留
別
之
書
」
の
自
筆
原
稿
は
二
点
存
在
し
、
福
沢
家
伝
来
の
原
稿

を
「
福
沢
本
」、
中
津
藩
家
老
で
あ
る
桑
名
家
伝
来
の
原
稿
を
「
桑
名
本
」
と
す
る
と
、
福
沢
本
を
も
と
に
筆
写
の
過
程
で
さ
ら

に
推
敲
さ
れ
た
も
の
が
桑
名
本
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
点
の
原
稿
に
は
、
文
章
表
現
に
い
く
つ
か
の
違
い
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

鑑
別
す
る
と
、
重
春
が
入
手
し
た
の
は
お
そ
ら
く
福
沢
本
で
、
非
常
に
早
い
段
階
で
「
留
別
之
書
」
を
入
手
し
た
と
推
測
さ
れ

224



る
。
入
手
に
つ
い
て
、
重
春
は
あ
る
人
が
携
え
て
来
た
と
説
明
し
て
お
り
、
具
体
的
な
入
手
経
路
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
重
春
は
進
脩
館
教
授
を
務
め
て
お
り
、
学
者
間
で
の
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
豊
前
志
」
編
纂
の
た
め
、
中
津
藩
内
の
家
々

か
ら
多
数
書
を
借
用
し
筆
写
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
津
藩
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

横
井
忠
直
（
古
城
）
の
（
16
）

日
記
に
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
に
重
春
か
ら
「
異
聞
記
」
を
借
用
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
、

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
「
留
別
之
書
」
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

重
春
は
「
留
別
書
弁
」
序
文
で
、
そ
の
執
筆
理
由
に
つ
い
て
「
條
理
ノ
正
シ
カ
ラ
サ
ル
有
テ
、
人
ヲ
シ
テ
殆
ト
蠱
惑
セ
シ
メ
ン

ト
ス
、
故
ニ
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
論
弁
ヲ
加
フ
ル
事
左
ノ
如
シ
」
と
述
べ
て
お
り
、
福
沢
の
思
想
が
い
か
に
「
条
理
」
に
反
し
た

も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
思
想
が
広
ま
り
人
々
が
騙
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
「
留
別
書
弁
」
を
書
い
た
と
し
た
。
資
料
中
に
は

「
渠
ガ
常
言
ニ
照
シ
テ
」
や
「
慣
手
ノ
巧
言
ニ
欺
カ
ル
ヽ
事
勿
レ
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
、
福
沢
が
人
々
を
「
蠱
惑
」
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
に
つ
い
て
、
重
春
は
「
留
別
之
書
」
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
福
沢
の
言

動
や
思
想
に
強
い
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
、「
留
別
書
弁
」
を
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
留
別
之
書
」
に
対
す
る
重
春
の
論
弁
は
、
福
沢
の
文
献
の
認
識
違
い
や
解
釈
の
齟
齬
へ
の
指
摘
、
皇
典
へ
の
言
及
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
例
え
ば
「
論
語
に
夫
婦
別
あ
り
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、「
夫
婦
別
あ
り
」
と
は
孟
子
の
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
間
違

い
は
「
粗
漏
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
重
ね
て
「
夫
婦
別
あ
り
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、「
別
」
を
夫
と
妻
の
別
で
は
な
く
、
各
夫
婦

の
別
と
す
る
解
釈
は
福
沢
の
新
説
で
こ
じ
つ
け
も
甚
だ
し
い
と
論
じ
た
。
こ
の
「
夫
婦
別
あ
り
」
に
つ
い
て
は
、
福
沢
は
従
来
の

解
釈
の
問
題
点
に
気
付
か
せ
る
た
め
、
自
身
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
承
知
で
わ
ざ
と
執
筆
し
た
と
（
17
）

の
論
も
あ
り
、
そ
う
で
あ
る

と
す
る
と
、
重
春
は
福
沢
が
認
識
を
改
め
た
か
っ
た
人
物
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
い
え
よ
う
。
漢
学
・
皇
学
の
素
養
が
あ
る
重
春

か
ら
す
る
と
、「
留
別
之
書
」
は
福
沢
の
知
識
不
足
に
よ
る
誤
り
が
多
数
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
、「
所
謂
ル
氏
爾
乎
波
等
ノ
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語
格
ノ
大
ニ
齟
齬
セ
ル
ヲ
見
レ
バ
、
神
典
皇
史
ヲ
拝
読
セ
ザ
ル
コ
ト
必
セ
リ
」
と
の
指
摘
も
み
ら
れ
る
。
重
春
の
師
の
一
人
で
あ

る
萩
原
広
道
は
国
語
学
に
も
造
詣
が
深
く
『
て
に
を
は
係
辞
弁
』
等
の
著
書
も
あ
る
（
18
）

人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
諫
言
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
重
春
が
「
留
別
之
書
」
の
齟
齬
を
指
摘
す
る
根
拠
と
し
て
、
旧
約
全
書
を
用
い
て
い
る
こ
と
も

興
味
深
い
。
重
春
は
本
文
中
に
お
い
て
、「
諸
蕃
各
国
」
の
書
を
読
む
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
め
て
お
り
、
自
身
も
西
洋
諸
国
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
重
春
の
学
問
的
背
景
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

重
春
と
福
沢
の
思
想
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
隔
絶
が
表
れ
る
の
は
「
独
立
」「
活
計
」
と
い
っ
た
言
葉
の
解
釈
で
あ
る
。
重
春

は
「
独
立
活
計
ヲ
先
務
ト
ス
ル
ノ
意
ヲ
推
ス
ニ
、
彼
ガ
一
家
言
ニ
云
ク
、
天
子
モ
他
人
ナ
リ
、
主
人
モ
他
人
ナ
リ
、
他
人
ニ
倚
頼

シ
テ
、
一
朝
俸
禄
ヲ
剝
ル
ヽ
時
ハ
、
忽
チ
饑
餓
ニ
至
ラ
ン
、
故
ニ
預
メ
独
立
活
計
ヲ
立
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
」
と
し
て
、
福
沢
の
主

張
は
、
天
皇
の
御
世
に
大
変
が
あ
り
、
ま
た
俸
禄
を
与
え
な
け
れ
ば
君
子
で
は
な
い
と
の
意
味
で
、
甚
だ
「
正
理
」
に
反
す
る
と

糾
弾
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
重
春
は
度
々
強
く
主
張
し
て
お
り
、
例
え
ば
子
の
教
育
に
つ
い
て
、
福
沢
が
「
父
母
の
行
状

正
し
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
口
に
正
理
を
唱
ふ
る
も
、
身
の
行
ひ
鄙
劣
な
れ
ば
、
其
子
は
父
母
の
言
語
を
教
と
せ
ず
し
て
、
其
行

状
を
見
慣
ふ
も
の
也
、
況
や
父
母
の
言
行
共
に
正
理
に
戻
る
も
の
を
や
」
と
記
し
た
一
文
に
対
し
て
、
文
全
体
の
内
容
で
は
な
く

「
正
理
」
の
言
葉
に
反
応
し
て
、
福
沢
の
「
正
理
」
と
は
天
子
も
他
人
、
主
人
も
他
人
で
あ
り
君
子
に
恩
は
な
い
と
す
る
も
の
で
、

「
大
不
正
理
」
甚
だ
し
く
、
こ
れ
は
言
行
の
相
違
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。
皇
学
者
で
あ
る
重
春
に
と
っ
て
、
特
に
「
天
皇
」

や
君
主
を
軽
ん
じ
る
か
の
よ
う
な
福
沢
の
説
は
到
底
受
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
論
じ
ら
れ
る
漢
学
・
皇
学
・
洋
学
の
「
学
流
得
失
」
を
め
ぐ
る
論
に
つ
い
て
も
、
両
者
の
差
異
は
際
立
っ
て
い
る
。

「
学
流
得
失
」
よ
り
も
日
本
の
利
害
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
外
国
と
の
交
わ
り
の
中
で
日
本
の
独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
、「
博

く
万
国
の
書
を
読
み
世
界
の
事
情
に
通
じ
る
」
こ
と
が
重
要
と
主
張
す
る
福
沢
に
対
し
て
、
重
春
は
外
国
と
の
交
易
が
始
ま
っ
た
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こ
と
で
世
界
の
事
情
に
通
じ
る
必
要
が
あ
る
の
は
そ
の
通
り
と
し
つ
つ
、
ま
ず
皇
学
を
学
び
、
日
本
の
国
体
の
基
本
を
知
り
、
大

和
魂
を
練
り
固
め
て
「
真
ノ
大
日
本
人
」
と
な
る
こ
と
が
先
務
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
重
春
は
、
洋
学
者
は
相
手
を
知
ら
ず
に
起

こ
る
災
患
の
み
を
指
摘
す
る
が
、
己
を
知
っ
た
上
で
相
手
を
知
る
こ
と
は
兵
家
で
も
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
外
国
の
短
所

を
学
ん
で
「
勿
体
ナ
ク
モ
体
ナ
ク
モ
廃
帝
ノ
説
ヲ
唱
ヘ
、
脱
刀
ノ
論
ヲ
発
ス
ル
ニ
至
ル
」
こ
と
は
迷
走
甚
だ
し
い
と
し
た
。
重
春

の
自
説
で
は
、
外
患
に
対
抗
す
る
た
め
に
急
務
な
の
は
、
日
本
人
と
し
て
人
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
福
沢
の
一
身
の

独
立
の
も
と
に
あ
る
国
家
の
独
立
と
い
う
思
想
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
渡
辺
重
春
著
「
留
別
書
弁
」
に
つ
い
て
、
中
津
の
学
流
や
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、
資
料
紹
介
を

行
っ
た
。
福
沢
の
著
作
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
が
、
そ
の
受
容
に
つ
い
て
詳
細
を
知
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま

た
そ
の
傾
向
は
福
沢
の
初
期
の
著
作
物
に
つ
い
て
よ
り
顕
著
で
あ
る
。「
留
別
之
書
」
は
写
本
の
数
も
少
な
く
、「
留
別
書
弁
」
は

そ
の
地
域
性
、
同
時
代
性
も
あ
っ
て
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
重
春
と

福
沢
の
思
想
の
差
異
を
取
り
上
げ
た
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
中
津
に
お
い
て
重
春
の
思
想
・
思
考
が

多
数
派
で
あ
り
、
福
沢
の
ほ
う
が
少
数
派
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
春
と
福
沢
は
年
齢
も
三
つ
違
い
、
住
居
も
近
所
で

あ
っ
た
が
、
互
い
に
相
反
す
る
思
想
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
支
持
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
留
別
書
弁
」
に
見
ら
れ
る
差

異
は
重
春
と
福
沢
の
個
人
の
関
係
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
津
市
学
校
の
設
立
前
後
に
見
ら
れ
た
中
津
藩
内
の
学
流
に
お
け
る
派
閥

争
い
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
明
治
初
期
の
中
津
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
広
池
千
九
郎
『
中
津
歴
史
』
や
福
沢
書
簡
を
資
料
と
し
て
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論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、「
渡
辺
家
資
料
」
の
発
見
に
よ
り
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
重
春
の
学
問
的
背

景
や
中
津
皇
学
派
の
動
向
、
天
保
義
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
解
明
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、

福
沢
と
中
津
藩
士
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）
『
新
中
津
市
学
校
報
告
書
』（
新
中
津
市
学
校
、
二
〇
二
〇
年
）、
三
頁

（
2
）
鴨
脚
秀
克
「
渡
辺
重
春
翁
略
伝
」『
豊
前
志
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
一
年
）、
三
頁

（
3
）
渡
辺
重
春
「
渡
辺
重
名
翁
略
伝
」

（
4
）
前
掲
「
渡
辺
重
春
翁
略
伝
」、
三
頁

（
5
）
大
分
県
教
育
会
編
『
大
分
県
人
物
志
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
六
年
）、
三
五
六
頁

（
6
）
小
久
保
明
浩
「『
鶯
栖
園
遺
稿
』
と
福
沢
諭
吉
の
書
翰
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
二
六
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
（
三
九
―
四
七
頁
）
で

は
、
増
田
幸
助
宛
書
簡
の
紹
介
と
し
て
渡
辺
重
石
丸
『
鶯
栖
園
遺
稿
』
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
7
）
前
掲
『
新
中
津
市
学
校
報
告
書
』、
三
頁

（
8
）
渡
辺
重
石
丸
「
豊
前
志
付
録
四
件
」、
前
掲
『
豊
前
志
』、
一
六
頁

（
9
）
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』（
碧
雲
荘
、
一
九
四
〇
年
）、
五
八
六
頁

（
10
）
渡
辺
重
石
丸
「
鶯
栖
園
遺
稿
」
二
一
二
頁

（
11
）
広
池
千
九
郎
『
復
刻

中
津
歴
史
（
下
）』（
防
長
史
料
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）、
二
四
六
頁

（
12
）
前
掲
『
復
刻

中
津
歴
史
（
下
）』、
二
四
六
―
二
四
七
頁

（
13
）
前
掲
「
豊
前
志
付
録
四
件
」
一
六
頁
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（
14
）
西
沢
直
子
「
中
津
市
学
校
に
関
す
る
考
察
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
六
号
（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）、
七
七

頁

（
15
）
西
沢
直
子
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ
ヤ
ン
マ
ル
テ
ィ
ン
編
『「
中
津
留
別
之
書
」
―
―
多
言
語
で
読
む
福
沢
諭
吉
』（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
）、
一
五
七
―
一
五
八
頁

（
16
）
吉
田
洋
一
「
横
井
家
の
日
記
帳
に
つ
い
て
」『
史
料
と
人
物

Ⅷ
』（
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
叢
書
二
〇
、
中
津
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一
年
）、
四
九
―
五
二
頁

（
17
）
前
掲
『「
中
津
留
別
之
書
」
―
―
多
言
語
で
読
む
福
沢
諭
吉
』、
一
八
二
頁

（
18
）
保
科
孝
一
『
国
語
学
小
史
』（
大
日
本
図
書
、
一
八
九
九
年
）、
四
一
九
―
四
二
〇
頁

以
下
、
翻
刻
編

凡
例

翻
刻
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
近
代
日
本
研
究
で
の
資
料

紹
介
の
原
則
に
の
っ
と
り
、

一
、
常
用
漢
字
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た

が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
は
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
あ
る
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る

文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

五
、
合
字
に
つ
い
て
、
ヿ
、

な
ど
は
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
カ

タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
。

渡辺重春著「留別書弁」
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留
別
書
弁

客
年
福
澤
生
、
我
カ
中
津
ニ
帰
リ
、
今
春
復
東
京
ニ
赴

レ

ノ
コ

タ
リ
、
別
ニ
臨
テ
遺
ス
処
ノ
留
別
書
ト
号
ス
ル
一
小

冊
子
ア
リ
、
或
人
携
来
テ
示
シ
ヌ
、
之
ヲ
見
ル
ニ
、
往
〃

ト

條
理
ノ
正
シ
カ
ラ
サ
ル
有
テ
、
人
ヲ
シ
テ
殆
蠱
惑
セ

シ
メ
ン
ト
ス
、
故
ニ
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
論
弁
ヲ
加
フ
ル

事
左
ノ
如
シ
、

人
は
萬
物
の
霊
な
り
と
云
ふ
は
、
唯
耳
目
鼻
口
手
足
を

具
へ
、
言
語
眠
食
す
る
を
云
ふ
に
あ
ら
ず
、
其
実
は
、
天
道

に
従
て
徳
を
脩
め
、
人
の
人
た
る
知
識
見
聞
を
博
く
し
、

物
に
接
し
人
に
交
り
、
我
一
身
の
独
立
を
謀
り
、
我
一
家

の
活
計
を
立
て
ゝ
こ
そ
、
始
て
万
物
の
霊
と
い
ふ
べ
き

な
り
、
古
来
支
那
日
本
人
の
あ
ま
り
心
付
ざ
る
こ
と
な

れ
ど
、
人
間
の
天
性
、
自
1置

自
由
と
い
ふ
道
あ
り
、
一
口
に

自
由
と
い
へ
ば
、
我
侭
の
様
ニ
聞
ゆ
れ
ど
も
、
決
し
て
然

ら
ず
、
自
由
と
は
他
人
の
妨
を
為
さ
ず
し
て
、
我
心
の
侭

に
事
を
行
ふ
の
義
也
、
各
其
持
前
の
心
を
、
自
由
自
在
に

行
は
し
め
て
、
我
心
を
以
て
、
他
人
の
身
体
を
制
さ
ず
、
各

其
一
身
の
独
立
を
為
さ
し
む
る
時
は
、
人
の
天
然
持
前

の
性
は
正
し
き
ゆ
へ
、
悪
き
方
へ
は
趣
か
ざ
る
も
の
也
、

若
心
得
違
ひ
の
者
あ
り
て
、
自
由
の
分
限
を
失
ひ
、
他
人

を
害
し
て
、
自
か
ら
利
せ
ん
と
す
る
者
あ
れ
ば
、
則
ち
人

間
の
仲
間
に
害
あ
る
人
な
る
ゆ
へ
、
天
の
罪
す
る
処
、
人

の
許
さ
ゞ
る
処
、
貴
賤
長
幼
の
区
別
な
く
、
こ
れ
を
軽
蔑

し
て
可
な
り
、
こ
れ
を
罰
し
て
可
也
、
右
の
如
く
、
人
の
自

由
独
立
は
、
大
切
な
る
も
の
に
て
、
此
一
義
を
誤
る
時
は
、

徳
も
脩
む
べ
か
ら
ず
、
知
も
開
く
べ
か
ら
ず
、
家
も
治
む

べ
か
ら
ず
、
国
も
立
ず
、
天
下
の
独
立
も
望
む
べ
か
ら
ず
、

一
身
独
立
し
て
、
一
家
独
立
し
、
一
家
独
立
し
て
、
一
国
独

ヒ

立
し
、
天
下
も
独
立
す
べ
し
、
士
農
工
商
互
に
相
其
自
由

独
立
を
妨
く
べ
か
ら
ず
、

人
は
万
物
の
霊
也
、
と
云
ふ
は
、
云
〃
、
天
道
に
従
て
、
徳

を
脩
め
、
人
の
人
た
る
知
識
見
聞
を
博
く
し
、
物
に
接
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カ
レ

し
、
人
に
交
り
」、
ト
云
マ
デ
ハ
、
渠
ガ
常
言
ニ
照
シ
テ
考

タ
ダ
ウ
ハ
ベ

レ
バ
、
唯
表
辺
ノ
潤
色
ニ
シ
テ
、
其
眼
目
ト
ス
ル
処
ハ
、

我
一
身
の
独
立
を
謀
り
、
我
一
家
の
活
計
を
立
て
こ

そ
、
云
〃
」、
ト
云
一
条
ノ
ミ
、
一
身
ノ
独
立
活
計
ヲ
立
ル

リ

ノ
ミ
ハ
、
何
ゾ
独
人
ニ
限
ラ
ン
、
カ
ノ
蚯
蚓
ノ
上
槁
壌

ヲ
食
ヒ
、
下
黄
泉
ヲ
飲
テ
、
生
ヲ
養
フ
モ
、
此
レ
他
ヲ
害

セ
ヌ
独
立
活
計
ニ
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
、
彼
ガ
説
ニ
従

レ

ハ
ヾ
、
此
ヲ
モ
万
物
ノ
霊
ト
称
ス
ベ
キ
歟
、
夫
人
ノ
万

物
ノ
霊
タ
ル
所
以
ノ
物
ハ
、
他
無
シ
、
禽
獣
虫
魚
ノ
及

バ
ザ
ル
処
ア
レ
バ
ナ
リ
、
其
及
バ
ザ
ル
処
ト
ハ
何
ゾ

ヤ
、
君
臣
ノ
義
ナ
リ
、
父
子
ノ
親
ナ
リ
、
夫
婦
ノ
別
ナ
リ
、

長
幼
ノ
序
ナ
リ
、
朋
友
ノ
信
ナ
リ
、
而
シ
テ
父
子
夫
婦

長
幼
朋
友
ノ
道
ハ
、
鳥
獣
虫
魚
モ
或
ハ
之
ヲ
知
ル
モ

リ

ノ
ア
リ
、
君
臣
ノ
義
ニ
至
リ
テ
ハ
、
人
独
之
ヲ
弁
ズ
、
故

ニ
君
臣
ノ
義
ハ
、
我
ガ
皇
道
ノ
綱
紀
ニ
シ
テ
、
尤
至
重

タ
リ
、
此
事
ハ
、
馬
陵
氏
ノ
大
経
正
論
ニ
詳
説
ア
リ
、
馬

陵
氏
ハ
、
紀
州
人
ニ
シ
テ
、
通
称
ヲ
野
呂
典
膳
ト

ガ

ヨ
サ

云
、
吾
皇
国
ノ
天
皇
ハ
、
皇
祖
天
神
ノ
依
レ
給
ヘ
ル
天

マ
シ
�
�

皇
に
座
坐
テ
、
天
壌
ト
共
ニ
無
窮
ニ
在
ラ
セ
ラ
レ
、
君

リ

臣
ノ
大
義
確
乎
ト
シ
テ
抜
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
、
独
鳥

獣
虫
魚
ノ
及
バ
ザ
ル
耳
ニ
非
ズ
、
世
界
万
国
ノ
及
バ

ガ

ザ
ル
処
ナ
リ
、
然
レ
バ
我
皇
国
ノ
人
民
ハ
、
万
物
ノ
霊

ハ
指
置
キ
、
万
国
ノ
霊
ト
謂
テ
可
ナ
リ
、
古
語
ニ
云
ク
、

ウ
ミ
ユ
カ

ミ
ツ
ク

海
行
バ
、
水
潜

カ
バ
ネ
ヤ
マ
ユ
カ

ク
サ
ム
ス
カ
バ
ネ
オ
ホ
キ
ミ

ヘ

シ
ナ

屍
、山
行
バ
、草
生
屍
、大
君
ノ
、表
ニ
コ
ソ
死
メ
、云
〃
」、ト
、

此
意
ハ
、
事
ト
ア
ル
時
ハ
、
大
君
ノ
供
奉
ヲ
ナ
シ
テ
、
海

ヲ
行
ク
ナ
ラ
バ
、
海
ニ
テ
討
死
セ
ン
、
山
ヲ
行
ク
ナ
ラ

バ
、山
ニ
テ
討
死
セ
ン
、兎
ニ
モ
角
ニ
モ
、鳳
輩
ノ
御
前

ニ
於
テ
、討
死
シ
テ
、臣
子
タ
ル
者
ノ
分
ヲ
尽
サ
ン
、ト

云
フ
義
ニ
シ
テ
、
我
皇
国
古
代
ノ
義
勇
ヲ
想
像
ス
ベ

シ
、方
今
ト
雖
、臣
民
タ
ル
者
ハ
、諸
ヲ
紳
ニ
書

シ
テ
、
拳
々
服
膺
セ
ズ
テ
ヤ
ハ
ア
ル
ベ
キ
、
然
ル
ニ
、

カ
レ渠
ガ
独
立
活
計
ヲ
先
務
ト
ス
ル
ノ
意
ヲ
推
ス
ニ
、
彼

ガ
一
家
言
ニ
云
ク
、
天
子
モ
他
人
ナ
リ
、
主
人
モ
他
人

ナ
リ
、
他
人
ニ
倚
頼
シ
テ
、
一
朝
俸
禄
ヲ
剝
ル
ヽ
時
ハ
、

忽
チ
饑
餓
ニ
至
ラ
ン
、
故
ニ
預
メ
独
立
活
計
ヲ
立
ザ

ツ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
、
此
ハ
朝
廷
万
ニ
一
モ
、
天
地
所
ヲ
替

ル
ノ
大
変
ア
リ
ト
雖
、
俸
禄
無
レ
バ
君
ニ
非
ズ
、
他
人

ソ
コ

ナ
リ
、
外
視
シ
テ
可
ナ
リ
、
ト
云
フ
ノ
底
意
ナ
ル
コ
ト
必

セ
リ
、
嗚
呼
何
ノ
妄
言
ゾ
ヤ
、
普
天
ノ
下
、
率
土
ノ
浜
、
王

土
王
臣
タ
ル
ノ
理
ヲ
モ
弁
ゼ
ザ
ル
者
ニ
シ
テ
、
実
ニ

不
義
ト
ヤ
云
ン
、
不
忠
ト
ヤ
云
ン
、
然
ル
ニ
、
心
得
違
の

渡辺重春著「留別書弁」
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者
あ
り
て
、
自
由
の
分
限
を
失
ひ
、
云
〃
、
一
国
独
立
し
、

天
下
も
独
立
す
へ
し
」、
ト
ハ
、
捧
腹
ニ
堪
ザ
ル
ナ
リ
、
天

子
主
人
ヲ
他
―

人
―

視
シ
テ
、
如
何
計
ノ
大
変
有
テ
モ
、
棄

テ
顧
ズ
、
タ
ヾ
我
ガ
一
家
一
身
ノ
独
立
活
計
ヲ
ノ
ミ

務
メ
テ
、
何
ゾ
天
下
国
家
ノ
独
立
ス
ル
ヲ
得
ン
、

人
倫
の
大
本
は
夫
婦
也
、
夫
婦
あ
り
て
後
に
、
親
子
あ
り
、

兄
弟
あ
り
、
姉
妹
あ
り
、
天
の
人
を
生
す
る
や
、
開
闢
の
始
、

一
男
一
女
な
る
べ
し
、
数
千
万
年
の
久
し
き
を
経
る
も
、

其
割
合
は
同
し
か
ら
ざ
る
を
得
ず
、
又
男
と
云
ひ
、
女
と

い
ひ
、
等
し
く
天
地
間
の
一
人
に
て
、
軽
重
の
別
あ
る
べ

き
理
な
し
、
古
今
支
那
日
本
の
風
俗
を
み
る
に
、
一
男
に

て
数
多
の
婦
人
を
妻
妾
に
し
、
婦
人
を
取
扱
ふ
こ
と
、
下

婢
の
如
く
、
又
罪
人
の
如
く
し
て
、
嘗
て
こ
れ
を
恥
る
色

な
く
、
浅
ま
し
き
事
な
ら
ず
や
、
一
家
の
主
人
其
妻
を
軽

蔑
す
れ
ば
、
其
子
こ
れ
に
傚
て
、
母
を
侮
り
、
其
教
を
重
ぜ

ず
、
母
の
教
を
重
ぜ
ざ
れ
ば
、
母
あ
れ
ど
も
、
無
き
が
如
し
、

孤
子
に
異
な
ら
ざ
る
也
、
況
や
男
子
は
、
外
を
勤
め
て
、
家

に
在
る
事
稀
な
れ
ば
、
誰
か
其
子
を
教
育
す
る
者
あ
ら

ん
、
哀
れ
と
い
ふ
も
尚
あ
ま
り
あ
り
、

男
女
等
シ
ク
天
地
間
ノ
一
人
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
勿
論
ナ
レ

ソ

ド
、
男
女
軽
重
無
シ
ト
ハ
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
其
ハ
天
之

ナ
シ

御
中
主
大
神
、
男
女
二
柱
ノ
産
霊
大
神
ヲ
生
給
ヒ
シ

時
ヨ
リ
定
レ
ル
真
理
ニ
シ
テ
、
伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
、

マ
ヽ

ミ

コ
ウ
ミ

大
神
、
亦
其
真
理
ノ
隨
ニ
、
御
子
産
ノ
事
始
メ
給
ヒ
、
左

右
前
後
ノ
差
別
ア
ル
則
、
男
女
ノ
軽
重
ナ
ル
事
、
神
典

ニ
昭
〃
タ
レ
バ
、
今
更
論
ヲ
俟
ズ
、
サ
レ
ト
モ
、
是
ハ
我
ガ

オ
ホ
ミ
フ
ミ

カ
レ

皇
朝
ノ
大
御
典
ニ
出
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
渠
ガ
徒
ノ
耳

ニ
ハ
入
ラ
ザ
ル
ベ
シ
、
因
テ
姑
ク
渠
ガ
従
事
ス
ル
処

ノ
西
洋
書
ニ
拠
テ
論
セ
バ
、
一
男
ニ
シ
テ
妾
ヲ
娶
リ

シ
事
ハ
、
旧
約
全
書
ニ
見
エ
タ
ル
ヲ
ヤ
、
又
亞
伯
蘭
ト

称
ス
ル
者
ノ
妻
、
撒
勑
、
子
無
シ
、
婢
夏
甲
ヲ
妾
ト
シ
テ
、

エ

ホ

ヤ

子
以
意
馬
利
ヲ
生
メ
リ
、
是
ハ
天
帝
耶
和
華
モ
承
知

ノ
様
ニ
見
エ
タ
レ
バ
、

○
一
夫
ニ
シ
テ
数
多
ノ
夫
人
ヲ
妻
妾
ニ
ス
ル
ヲ

ヒ

○

天
道
ニ
戻
レ
リ
ト
モ
云
難
キ
ニ

ア
ラ
ズ
ヤ
、
然
ル
ヲ
何
ゾ
支
那
日
本
ニ
限
ル
ト
云
フ
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ツ

ヤ
、△
且
、夫
―
婦
軽
―
重
ナ
シ
ト
セ
バ
、一
家
ニ
主
人
二
人
ア

リ
、
一
家
ニ
主
人
二
人
ア
ル
時
ハ
、
其
権
ヲ
争
フ
必
セ

カ
レ

リ
、
然
レ
ハ
渠
ガ
一
家
ノ
主
人
、
其
妻
ヲ
軽
蔑
ス
レ
バ
、

其
子
此
ニ
傚
テ
、
母
ヲ
侮
ル
コ
ト
ヲ
憂
シ
ト
モ
、
父
母
ノ
権

ド

ヲ
争
フ
ヲ
見
傚
フ
ノ
害
ハ
、
又
殆
甚
シ
カ
ル
ベ
シ
、
且

ツ

レ

且
夫
子
ノ
母
ヲ
侮
ル
ハ
、
母
ヲ
軽
シ
ト
ス
ル
ノ
弊
ニ

ツ

ア
ラ
ズ
、
生
レ
落
ル
ヨ
リ
、
母
ノ
手
一
ニ
育
チ
テ
、
平
素

母
ノ
膝
ヲ
離
レ
ザ
レ
ト
モ
、
父
ハ
外
事
ヲ
治
メ
テ
、
家
ニ

在
ラ
ザ
ル
コ
ト
多
シ
、
故
ニ
、
父
ヨ
リ
モ
殊
ニ
親
シ
キ
ヲ

以
テ
ナ
リ
、

ト

ジ

皇
国
ニ
テ
ハ
、上
世
女
ヲ
戸
主
と
称
シ
、或

オ

ヤ

ハ
母
ヲ
専
ラ
於
夜
と
云
ヒ
シ
モ
、
是
故
ナ

リ
、然
レ
バ
夫
婦
男
女
等
シ
ク
天
地
間
ノ
一
人
ナ
レ
ト
モ
、既

ニ
男
女
夫
婦
ノ
区
別
ア
ル
上
ハ
、
亦
其
軽
重
ヲ
生
ス

シ

ル
自
然
ノ
理
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
但
天
照
大
御
神
ハ
女
神

ニシ
テ
、高
天
原
ノ
君
ト
ナ
リ
ヲ
知
ラ
セ
、須
佐
之
男
命
ハ
男
神

ニ
シ
テ
、
青
海
原
潮
ノ
八
百
重
ヲ
知
ラ
ス
ベ
キ
神
勅

ヲ
、
蒙
リ
給
ヘ
ル
ヲ
以
テ
考
レ
ハ
、
徳
不
徳
ニ
因
テ
、
尊

卑
ヲ
生
ズ
ル
モ
、
亦
自
然
ノ
理
ナ
レ
バ
、
男
女
同
権
ト

ヤ
ヽ

云
ハ
ヾ
稍
可
ナ
リ
、
夫
婦
同
権
ト
ハ
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、

然
ル
ニ
夫
婦
軽
重
ナ
シ
ト
云
ハ
ヾ
、
一
家
ニ
二
人
ノ

主
人
ア
リ
、
既
ニ
一
家
ニ
二
人
ノ
主
人
ア
レ
バ
、
一
国

ニ
二
人
ノ
君
長
ア
ル
ベ
キ
理
ナ
リ
、
既
ニ
一
国
ニ
二

マ
シ
マ

人
ノ
君
長
ア
レ
バ
、
天
下
ニ
二
人
ノ
天
子
座
坐
ス
ベ

ク
、
天
ニ
二
日
ノ
ア
ル
ベ
キ
理
ナ
リ
、
今
ヤ
大
地
球
上

ニ
、数
多
ノ
君
主

ダ

ア
レ
ト
モ
、是
レ
未
天
運
ノ
至
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、天
運
既
ニ

至
ラ
バ
、
何
ゾ
一
ニ
定
ラ
ザ
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
、
此
ハ
予

ネ
テ
モ
サ
メ

別
ニ
論

ア
リ
、
惣
テ
窮
理
ノ
事
ハ
、
洋
癖
先
生
等
ノ
、
動
静
云

テ

ヒ

カ

ヽ

為
モ
云
騒
ク
事
ナ
ル
ニ
、
如
斯
ル
粗
漏
ノ
愚
説
ア
ル

ヲ
カ

ハ
、
穴
笑
シ
キ
窮
理
学
哉
、

論
語
に
夫
婦
別
あ
り
と
記
せ
り
、
別
あ
り
と
は
、
分
け
隔

あ
り
と
云
ふ
事
に
は
あ
る
ま
じ
、夫
婦
の
間
は
、情
こ
そ（
本
ノママ
）

あ
る
べ
き
也
、
他
人
ら
し
く
分
け
隔
あ
り
て
は
、
と
て
もノ

家
は
治
り
難
し
、
さ
れ
ば
別
と
は
区
別
の
義
に
て
、
此
男

ノ

ノ

ノ

女
が
此
夫
婦
、
彼
男
女
が
彼
夫
婦
と
、
二
人
づ
ゝ
区
別
正

し
く
定
ま
る
と
云
ふ
義
な
る
べ
し
、
然
る
に
今
多
勢
の

妾
を
養
い
、
本
妻
に
も
子
あ
り
、
妾
に
も
子
あ
る
時
は
、
兄

弟
同
志
、
父
は
一
人
に
て
、
母
は
異
也
、
夫
婦
に
区
別
あ
り

天
神
ノ
天
地
ヲ
鎔

造
シ
給
ヘ
ル
。
人
ヲ
此
国

ニ
生
成
蕃
息
セ
シ

メ
ム
ト
ナ
リ
。
故
ニ
青
人

草
。
天
之
益
人
等
ノ

称
ア
リ
。
是
ヲ
以
テ
神

代
ノ
神
等
モ
。
数
多

ア
ヒ

ノ
女
神
ニ
娶
給
ヘ
ル

□
□
虫損
。
御
代
〃
ノ
天
皇

等
ニ
モ
。
皇
后
ア
リ
。

女
御
。
更
衣
等
ア
リ
。

□
虫損
官
以
下
。
其
分
ニ

応
ジ
テ
妻
ア
リ
。
妾

ア
リ
。
是
皆
神
ノ
御

所
業
ニ
神
習
ヘ
ル

ニ
テ
。
其
根
源
ハ
天
意

ヨ
リ
出
タ
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ

ケ
レ
バ
。
何
ゾ
之
ヲ
恥

ト
セ
ム
ヤ
。
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と
は
云
れ
ま
じ
、
男
子
二
女
を
娶
る
の
権
あ
ら
ば
、
婦
人

に
も
二
夫
を
私
す
る
の
理
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
試
に
問

ふ
、
天
下
の
男
子
、
其
細
君
別
に
一
夫
を
愛
し
、
一
婦
二
夫

家
に
居
る
事
あ
ら
ば
、
主
人
よ
り
是
を
甘
し
て
、
其
婦
人

に
事
ふ
る
が
、
又
左
伝
に
其
室
を
易
る
と
い
ふ
事
あ
り
、

是
は
暫
時
細
君
を
交
易
す
る
こ
と
也
、
孔
子
様
は
、
世
の
風

俗
の
衰
ゆ
る
を
患
て
、
春
秋
を
著
し
、
夷
狄
だ
の
、
中
華
だ

の
と
、
や
か
ま
し
く
人
を
褒
た
り
、
謗
た
り
せ
ら
れ
し
な

れ
ど
も
、
細
君
の
交
易
は
、
さ
ま
で
心
配
に
は
な
ら
ざ
り

し
や
、
謗
ら
ぬ
顔
に
て
、
此
を
咎
め
ず
、
我
〃
共
の
考
に
は
、

些
不
行
届
の
様
に
思
わ
る
ゝ
也
、
さ
れ
バ
、
論
語
の
夫
婦

別
あ
り
も
、
外
に
解
し
よ
ふ
の
あ
る
文
句
か
、
漢
儒
先
生

達
の
説
も
あ
る
べ
し
、

夫
婦
有
別
ノ
語
ハ
、
論
語
ニ
非
ズ
、
孟
軻
ガ
語
ナ
ル
ヲ

ヤ
、
麤
漏
ト
云
べ
シ
、
扨
此
語
ハ
、
夫
婦
ノ
間
ニ
於
テ
、
余

リ
ニ
馴
〃
シ
ク
乱
リ
ナ
ル
コ
ト
ノ
無
キ
様
ニ
、
ト
制
シ

レ

ノ

レ

タ
ル
語
ナ
ル
ヲ
、
此
男
女
ガ
此
ト
夫
婦
、
彼
男
女
ガ
彼

ト
夫
婦
ト
、
二
人
ヅ
ヽ
区
別
ア
ル
由
ノ
義
ニ
解
シ
ハ
、

カ
レ渠
ガ
新
説
ナ
レ
ト
モ
、
牽
強
附
会
ノ
甚
シ
キ
物
ト
云
フ

ベ
シ
、
但
シ
此
ハ
赤
県
書
中
ノ
事
ナ
レ
バ
、
措
テ
論
セ

ズ
、
左
伝
ノ
一
条
モ
亦
然
リ
、

親
に
孝
行
は
当
然
の
事
也
、
唯
一
心
に
親
と
思
、
余
念
な

く
孝
行
を
尽
す
べ
し
、
三
年
父
母
の
懐
を
免
れ
ず
、
故
に

シ

キ

三
年
の
喪
を
勤
な
ど
、勘
定
づ
く
の
差
引
、あ
ま
り
薄
情

に
は
あ
ら
ず
や
、
世
間
に
て
、
子
の
孝
な
ら
ざ
る
を
咎
め

て
、
父
母
の
慈
な
ら
ざ
る
を
罪
す
る
者
稀
也
、
人
の
父
母

た
る
者
、
其
子
に
対
て
、
我
2生

だ
る
子
と
唱
へ
、
手
も
て
造

り
、
金
も
て
買
ひ
し
道
具
な
ど
の
如
く
思
ふ
は
、
大
な
る

心
得
違
也
、
天
よ
り
人
に
授
り
た
る
賜
な
れ
ば
、
こ
れ
を

大
切
に
思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
子
生
る
れ
ば
父
母
力
を

合
せ
て
こ
れ
を
教
育
し
、
年
齢
十
歳
余
ま
で
は
、
親
の
手

元
に
置
き
、
両
親
の
威
光
と
、
慈
愛
と
に
て
、
よ
き
方
に
導

き
、
既
に
学
問
の
下
地
出
来
れ
ば
、
学
校
に
入
れ
て
、
師
匠
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の
教
を
受
し
め
、
一
人
前
の
人
間
に
仕
立
る
こ
そ
、
父
母

の
役
目
也
、
天
に
対
し
て
の
奉
公
也
、
子
の
年
齢
二
十

二
三
歳
に
も
及
ぶ
時
は
、
是
迄
を
成
人
の
齢
と
名
つ
け
、

各
一
人
の
了
簡
出
来
る
も
の
な
れ
ば
、
父
母
を
は
こ
れ
を

棄
て
顧
み
ず
、
独
立
の
活
計
を
営
し
め
て
可
な
り
、
但
し

親
子
の
道
は
生
涯
変
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
子
は
孝

行
を
尽
し
、
親
は
慈
愛
を
失
ふ
べ
か
ら
ず
、
前
に
云
へ
る

棄
て
顧
み
ず
と
は
、
父
子
の
間
柄
ニ
て
も
、
其
独
立
自
由

を
妨
ざ
る
の
趣
意
の
み
、
西
洋
の
書
に
、
子
生
れ
て
既
に

成
人
に
及
ぶ
後
は
、
父
母
た
る
者
ハ
、
子
に
忠
告
す
べ
く

し
て
、
命
令
す
べ
か
ら
ず
、
と
あ
り
、
万
古
不
易
の
金
言
、
思

わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

三
年
ノ
喪
ヲ
指
テ
、
薄
情
ト
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
之
ヲ

薄
情
ト
云
フ
時
ハ
、
我
ガ
皇
国
ノ
制
ノ
五
十
日
ハ
、
猶

更
ナ
ル
ベ
シ
、
三
年
ニ
セ
ヨ
、
五
十
日
ニ
セ
ヨ
、
其
期
ヲ

過
テ
ハ
、
親
子
ノ
恩
愛
ヲ
絶
チ
、
哀
情
ヲ
去
ル
ト
ナ
ラ

バ
、
然
モ
コ
ソ
云
メ
、
仮
令
其
喪
ヲ
勤
ム
ル
ノ
期
ヲ
定

ム
ル
ト
モ
、
哀
情
ノ
尽
ザ
ラ
ン
限
リ
ハ
、
何
ノ
薄
情
ナ
ル

コ
ト
カ
有
ラ
ン
、
三
年
ノ
喪
ノ
コ
ト
ハ
、

予
別
ニ
論
ア
リ
、

予
ガ
管
見
ヲ
以
テ

ミ
ル
時
ハ
、
西
洋
ノ
子
生
レ
テ
成
人
ノ
後
ハ
、
父
母
タ

ル
者
、
忠
告
ス
ベ
ク
シ
テ
、
命
令
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
ト
定
メ

タ
ル
ゾ
、
却
テ
薄
情
ト
思
ハ
ル
ヽ
、
如
何
ト
云
フ
ニ
、
親

子
ノ
道
ハ
、
生
厓
変
ル
べ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
、
生
厓
変

ル
べ
カ
ラ
ザ
ル
時
ハ
、
仮
令
成
人
ノ
後
ト
雖
、
其
子
ノ

ヒ
行
或
ハ
正
シ
カ
ラ
ズ
、
或
ハ
不
行
届
ノ
コ
ト
ア
レ
バ
、
父

ハ
飽
マ
デ
之
ニ
命
令
シ
テ
、
其
短
ヲ
補
ヒ
、
其
善
心
ニ

復
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ハ
、
父
ノ
情
ナ
リ
、
子
ハ
飽
マ
デ

モ
、
之
ニ
従
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ハ
、
子
ノ
道
ナ
リ
、
然
ル

ヲ
、
父
ハ
他
人
ノ
如
ク
、
一
通
リ
ノ
忠
告
シ
テ
、
肯
ゼ
ザ

ル
時
ハ
、
措
テ
向
ハ
ズ
、
子
モ
亦
他
人
ノ
如
ク
、
其
命
ヲ

聴
カ
ザ
レ
バ
、
此
レ
不
慈
ナ
リ
、
不
孝
ナ
リ
、
薄
情
ト
云

ハ
ザ
ル
べ
ケ
ン
ヤ
、
既
ニ
不
慈
不
孝
ノ
名
ヲ
来
ス
時

ハ
、
親
子
ノ
道
ノ
変
レ
ル
ヤ
極
レ
リ
、
支
那
ニ
テ
、
父
子

ヲ

ム
ル
ハ

之
間
、
不
�責
�善
、責
�

ヲ
善
朋
友
之
道
也
、
ト
定
メ
タ
ル
モ
、

不
可
ナ
リ
、
此
亦
別
ニ
論
ア
リ
、

扨
天
ヨ
リ
授
リ
タ
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ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
子
ト
雖
、
大
切
ニ
教
育
セ
ヨ
ト
ハ
、
誠

ニ
然
リ
、
誠
ニ
然
リ
、
抑
父
母
ノ
子
ヲ
生
ス
ル
ハ
、
夫
婦

交
合
ノ
一
滴
ヨ
リ
生
ス
ル
ト
ハ
云
ヘ
ト
モ
、
其
根
元
ヲ

ム
ス
ビ

認
ム
レ
バ
、
全
ク
皇
祖
天
神
ノ
産
霊
ノ
御
恩
徳
ニ
頼

ル
コ
ト
ニ
テ
、
即
チ
天
ノ
賜
物
ナ
ル
ハ
、
先
哲
ノ
論
ニ

詳
ナ
レ
バ
、
今
更
ニ
贅
セ
ズ
、
故
ニ
其
子
ヲ
遇
ス
ル
ニ
不

慈
ナ
リ
、
務
メ
テ
丁
寧
ニ
教
育
ス
ベ
ク
、
子
タ
ル
者
ハ

亦
、
父
母
ノ
恩
ニ
報
シ
テ
、
其
命
ニ
之
レ
従
ヒ
、
孝
養
ヲ

尽
ス
ベ
シ
、
是
即
天
意
ヲ
奉
シ
テ
、
天
道
ニ
従
フ
者
ナ

リ
、
西
洋
ノ
説
ハ
然
ラ
ズ
、
天
主
ヲ
以
テ
大
君
大
父

ト
シ
、
我
君
父
ヲ
以
テ
、
小
君
小
父
ト
シ
テ
、
仮
令
小
君

父
ニ
ハ
、
不
忠
不
孝
ナ
リ
ト
雖
、
大
君
父
ニ
ダ
ニ
忠
孝

ヲ
尽
セ
バ
、
天
堂
ニ
生
レ
、
小
君
父
ニ
忠
孝
ヲ
尽
ス
ト

雖
、
大
君
父
ニ
不
忠
不
孝
ナ
レ
バ
、
地
獄
ニ
堕
ス
、
ト
云

リ
、
此
レ
左
道
ニ
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
、
我
ガ
君
父
ニ
不

忠
不
孝
ノ
者
ヲ
、
天
神
何
ゾ
罰
シ
賜
ハ
ザ
ラ
ン
、
故
ニ

西
洋
ニ
テ
説
ク
処
ノ
孝
モ
、
基
本
ヲ
推
究
ス
レ
バ
、
孝

ウ
ハ
ベ

ニ
非
ズ
、
不
孝
ナ
リ
、
タ
ヾ
表
方
ノ
潤
色
ニ
欺
カ
ル
ヽ

コ
ト
勿
レ

扨
又
子
を
教
る
道
は
、
学
問
手
習
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
習

ふ
よ
り
慣
る
ヽ
の
教
大
な
る
も
の
な
れ
ば
、
父
母
の
行

状
正
し
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
口
に
正
理
を
唱
ふ
る
も
、

身
の
行
ひ
鄙
劣
な
れ
ば
、
其
子
は
父
母
の
言
語
を
教
と

せ
ず
し
て
、
其
行
状
を
見
慣
ふ
も
の
也
、
況
や
父
母
の
言

行
共
に
正
理
に
戻
る
も
の
を
や
、
い
か
で
其
子
の
人
た

る
を
望
べ
き
、
孤
子
よ
り
も
尚
不
幸
と
い
ふ
べ
し
、
或
は

父
母
の
生
質
正
直
に
し
て
、
子
を
愛
す
る
知
れ
ど
も
、
事

柄
の
方
向
を
弁
ぜ
ず
、
一
筋
に
わ
が
欲
す
る
所
の
道
に

入
ら
し
め
ん
と
す
る
者
あ
り
、
こ
れ
罪
な
き
に
似
た
れ

ど
も
、
其
実
は
子
を
愛
す
る
を
知
て
、
子
を
愛
す
る
所
以

の
道
を
知
ら
ざ
る
者
と
云
べ
し
、
結
局
其
を
し
て
無
智

無
徳
の
不
幸
に
陥
ら
し
め
、
天
理
人
道
に
背
き
た
る
罪

人
也
、
人
の
父
母
と
し
て
、
其
子
の
病
身
な
る
を
患
へ
ざ

る
も
の
な
し
、
心
の
人
に
若
ざ
る
は
、
身
体
の
不
具
な
る

よ
り
劣
る
も
の
な
る
に
、
独
其
身
体
の
病
を
憂
て
、
心
の
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病
を
患
ざ
る
は
何
ぞ
や
、
婦
人
の
仁
と
云
べ
き
か
、
或

は
畜
類
の
愛
と
名
づ
く
る
も
可
也
、

カ
レ

此
ハ
言
行
相
違
ナ
リ
、
渠
ガ
為
ス
処
、
云
フ
処
、
正
理
ト

カ
レ

思
ヘ
ル
カ
、
鄙
劣
ナ
ラ
ズ
ト
思
ヘ
ル
カ
、
渠
毎
ニ
云
ク
、

天
子
モ
他
人
ナ
リ
、
主
人
モ
他
人
ナ
リ
、
君
ニ
ハ
恩
ハ

カ
レ

無
シ
ト
、大
―

不
―

正
―

理
此
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
無
シ
、渠
又
云

ク
、
独
立
活
計
ヲ
立
テ
ヨ
ト
、
而
シ
テ
廉
恥
ノ
意
ア
ル

コ
ト
ナ
シ
、
鄙
劣
此
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
ナ
シ
、
且
事
柄
の
方

向
を
弁
せ
ず
、
一
筋
に
我
欲
す
る
所
の
道
に
、
入
ら
し

カ
レ

め
む
と
す
る
者
あ
り
、
云
々
」、
ト
ハ
、
渠
自
ラ
云
フ
ナ
リ
、

渠
ハ
我
生
レ
タ
ル
皇
国
ノ
大
道
ヲ
知
ラ
ズ
、
我
皇
道

ノ
大
義
ヲ
モ
弁
ゼ
ズ
、
皇
国
固
有
ノ
勇
武
廉
恥
ハ
、
地

ヲ
掃
テ
無
ク
、
唯
遐
方
殊
域
ノ
洋
学
ニ
心
酔
ス
ル
ヲ

以
テ
、
事
柄
ノ
方
向
ヲ
弁
ヘ
タ
ル
物
ト
シ
、
天
理
人
道

ニ
従
フ
モ
ノ
ト
ス
ル
ハ
、
何
ゾ
無
稽
ノ
甚
シ
キ
、
実
ニ

憫
笑
ニ
堪
ザ
ル
ナ
リ
、
其
情
実
如
何
ヲ
察
シ
テ
、
慣
手

ノ
巧
言
ニ
欺
カ
ル
ヽ
事
勿
レ

一
人
の
心
同
し
か
ら
ざ
る
、
其
面
の
異
な
る
が
如
し
、
世

の
開
く
る
に
随
ひ
、
不
善
の
輩
随
て
ま
し
、
平
民
一
人
ヅ
ゝ

の
力
に
て
は
、
其
身
を
安
く
し
、
其
身
代
を
護
る
に
足
ら

ず
、
是
に
於
て
、
一
国
衆
人
の
名
代
な
る
者
を
設
け
、
一

般
の
便
不
便
を
謀
り
て
、
政
律
を
立
て
、
勧
善
懲
悪
の
法
、

始
め
て
世
に
行
は
る
、
此
名
代
を
名
ず
け
て
、
政
府
と
云

ふ
、
其
首
長
を
国
君
と
い
ふ
、
附
属
の
人
を
官
吏
と
云
ふ
、

国
の
安
全
を
保
ち
、
他
の
軽
侮
を
防
く
為
に
は
、
欠
ぐ
べ

か
ら
ず
3者

あ
り
、
凡
世
の
中
に
、
仕
事
の
種
類
多
し
と
雖

も
、
国
の
政
事
を
取
扱
ふ
程
、
難
き
物
は
な
し
、
骨
折
る
者

は
、
其
報
を
取
る
べ
き
天
の
道
な
れ
ば
、
仕
事
の
難
き
程
、

報
も
大
な
る
筈
也
、
故
に
政
府
の
下
に
居
て
、
政
事
の
恩

沢
を
蒙
る
者
は
、
国
君
官
吏
の
給
料
多
き
と
て
、
こ
れ
を

羨
む
べ
か
ら
ず
、
政
府
の
法
正
し
か
れ
ば
、
官
吏
の
給
金

は
安
き
も
の
也
、
啻
に
こ
れ
を
羨
ま
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

又
従
て
其
人
を
尊
敬
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
国
君
官
吏
た
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る
も
の
、
自
ら
労
し
て
、
自
ら
食
ふ
の
大
義
を
失
わ
ず
、
其

所
労
の
力
と
、
其
所
得
の
給
料
を
、
軽
重
如
何
を
考
へ
ざ

る
べ
か
ら
ず
、
是
則
君
臣
の
義
と
い
ふ
者
乎
、

ヒ
ヤ
ト
ヒ

此
一
条
モ
、
彼
ガ
常
談
ニ
、
天
子
モ
日
雇
人
ナ
リ
、
諸
侯

モ
日
雇
人
ナ
リ
ト
云
フ
ノ
意
ニ
、
聊
潤
色
ヲ
加
ヘ
テ

記
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
到
底
其
意
ヲ
推
ス
時
ハ
、
実
ニ

モ

言
語
ニ
絶
シ
タ
ル
大
不
敬
ナ
リ
、
掛
巻
文
畏
伎
、
我
ガ

ノ

天
皇
命
ハ
邇
〃
芸
命
ノ
、
宝
祚
ノ
御
隆
盛
、
天
壊
ト
無

窮
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
、
皇
祖
天
神
ノ
勅
ヲ
蒙
ラ
セ
給
ヒ
、

マ
シ
マ

大
地
球
上
ノ
大
君
主
ト
シ
テ
、
降
臨
座
坐
シ
テ
ヨ
リ

ズ

以
降
、
皇
統
連
綿
、
万
古
一
日
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
他
日
必

五
大
洲
ニ
君
臨
統
御
シ
給
フ
ベ
キ
道
理
ハ
、
神
典
上

ア
ラ
ヒ
ト
ガ
ミ

ニ
炳
焉
タ
リ
、
故
ニ
御
代
〃
ノ
天
皇
ヲ
、
現
人
神
ト
モ
、

ア
キ
ツ
カ
ミ

ト
ホ
ツ
カ
ミ

タ
ヽ
ヘ

現
神
ト
モ
、
遠
神
ト
モ
称
奉
リ
、
仰
奉
リ
テ
、
外
国
ノ
王

ト
称
シ
、
帝
ト
称
シ
、
大
統
領
ト
称
ス
ル
ト
ハ
、
氷
炭
ノ

相
違
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、
憐
ム
ベ
シ
、
嘆
ク
ベ
シ
、
附

テ
ハ
左
右
大
臣
ヨ
リ
、
府
藩
県
ノ
知
事
参
事
以
下
ニ

至
ル
マ
デ
、
各
朝
命
ヲ
蒙
テ
、
其
職
ヲ
奉
ズ
レ
バ
、
執
ル

処
ノ
事
ハ
、
実
ニ
至
重
ナ
レ
バ
、
小
心
翼
〃
、
誰
カ
之
ヲ

等
閑
ニ
附
ス
ベ
キ
、
然
ル
ヲ
、
一
年
年
季
ノ
給
金
取
リ
、

又
ハ
其
日
〃
〃
ノ
日
雇
人
ナ
リ
ト
ス
ル
時
ハ
、
假
令

其
人
ヲ
尊
敬
セ
ヨ
ト
、
何
程
口
ヲ
鼓
シ
、
耳
ヲ
提
ク
ト

モ
、
誰
カ
心
服
首
肯
ス
ル
者
ア
ラ
ン
、
其
職
ヲ
奉
ス
ル

人
モ
亦
、
一
年
年
季
ノ
給
金
取
リ
、
其
日
〃
〃
ノ
日
雇

人
ト
心
得
ル
時
ハ
、
其
労
ス
ル
処
ノ
力
ト
、
其
得
ル
処

ノ
給
金
ト
、
軽
重
多
寡
如
何
ヲ
計
テ
、
我
労
ス
ル
既
ニ

多
シ
ト
シ
テ
、
各
其
力
ヲ
尽
サ
ヾ
ル
ニ
至
ラ
ン
、
而
シ

テ
是
ヲ
君
臣
ノ
義
ト
セ
ル
ハ
、
鄙
劣
ノ
見
ト
謂
ヒ
ツ

ベ
シ
、
又
一
国
ノ
衆
人
の
名
代
な
る
者
を
、
云
々
」、
ノ
語

ハ
、
洋
教
ノ
主
張
ス
ル
処
ナ
レ
ド
、
甚
不
経
ナ
リ
、
其
ハ

別
ニ
論
ア
リ
、

右
は
人
間
の
交
る
大
略
也
、
其
詳
な
る
二
三
枚
の
紙
に

尽
す
べ
か
ら
ず
、
必
書
を
読
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
書
を
読
む

と
は
、
独
り
日
本
の
書
の
み
な
ら
ず
、
支
那
の
書
も
読
み
、
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天
竺
の
書
も
読
み
、
西
洋
諸
国
の
書
も
読
ざ
る
べ
か
ら

ず
、
頃
日
世
間
ニ
、
皇
学
漢
学
洋
学
な
ど
云
ひ
、
自
家
の
学

流
を
立
て
、
互
に
相
誹
謗
す
る
よ
し
、
以
て
の
外
の
事
也
、

学
問
と
は
唯
紙
に
記
し
た
る
字
を
読
む
事
に
て
、
余
り

む
つ
か
し
き
事
に
あ
ら
ず
、
学
流
得
失
の
論
は
、
先
づ
字

を
知
り
て
後
の
沙
汰
な
れ
ば
、
4預

メ
空
論
に
時
日
を
費

す
は
、
益
な
き
事
也
、
人
間
の
知
恵
を
以
て
、
日
本
支
那
英

仏
等
、
僅
に
二
三
国
の
語
を
学
ふ
に
、
何
程
の
骨
折
あ
る

や
、
鄙
怯
ら
し
く
も
、
其
字
を
知
ら
ず
し
て
、
却
て
己
が
知

ら
ざ
る
学
問
の
事
を
誹
謗
す
る
に
は
、
先
づ
学
流
の
得

失
よ
り
も
、
我
本
国
の
利
害
を
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
方

今
我
国
に
、
外
国
の
交
易
始
り
、
外
国
人
の
内
、
或
は
不
正

の
輩
あ
り
て
、
我
国
を
貧
に
し
、
愚
に
し
、
自
己
の
利
を
営

ま
ん
と
す
る
者
多
し
、
さ
れ
ば
、
今
我
日
本
人
の
、
皇
学
漢

学
な
と
唱
へ
、
古
風
を
慕
て
、
新
法
を
説
ず
、
世
界
の
人
情

世
態
に
通
せ
ず
し
て
、
自
ら
貧
愚
に
陥
る
こ
そ
、
外
国
人

の
得
意
な
ら
ず
や
、
彼
策
中
に
籠
絡
せ
ら
る
ゝ
者
と
云

ふ
べ
し
、
是
時
に
当
り
て
、
外
国
人
の
憚
る
者
は
、
独
西
洋

学
の
み
、
博
く
万
国
の
書
を
読
み
、
世
界
の
事
情
に
通
し
、

世
界
の
公
法
を
以
て
、
世
界
公
事
を
読
5し

、
内
に
は
知
徳

を
脩
て
、
人
〃
の
独
立
自
由
を
逞
ふ
し
、
外
に
は
公
法
を

守
て
、
一
国
の
独
立
を
確
し
、
始
て
真
の
大
日
本
な
ら
ず

ヲ

や
、是
即
我
輩
の
所
�以
主
�―
張
洋
学
�也
、我
旧
里
中
津
の
士

民
も
、
今
よ
り
活
眼
を
開
き
、
先
づ
洋
学
従
事
し
、
自
ら
労

し
て
自
ら
食
ひ
、
人
の
自
由
を
妨
ず
し
て
、
我
自
由
を
達

し
、
修
徳
開
知
、
鄙
吝
の
心
を
却
掃
し
、
家
内
安
全
、
天
下
富

強
の
趣
意
を
、
了
解
せ
ら
る
べ
し
、
人
誰
か
故
郷
を
思
は

ざ
ら
む
、
誰
か
旧
人
の
幸
福
を
祈
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
、

発
足
の
期
近
に
あ
り
、
匆
々
筆
を
と
り
て
、
西
洋
書
中
の

大
意
を
記
し
、
他
日
諸
君
の
考
案
に
遺
す
の
み
、

書
を
読
む
と
は
、
独
り
日
本
の
書
の
み
な
ら
ず
、
支
那

天
竺
西
洋
諸
国
の
書
も
読
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
ト
ハ
、
格

言
ニ
シ
テ
、
我
ガ
本
学
ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
、
尤
心
掛
ク

ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
然
リ
ト
雖
、
我
皇
国
ノ
神
典
皇
史
ヲ
モ
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読
ズ
シ
テ
、
支
那
西
洋
ノ
書
ヲ
読
ム
ハ
、
本
末
ヲ
誤
レ

カ
レ

ル
ノ
甚
シ
キ
者
ナ
リ
、
渠
我
国
体
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ

―
―
―

更
ニ
モ
云
ハ
ズ
、
其
著
書
中
ニ
、
所
謂
ル
6―氏

爾
乎
波
等

ノ
語
格
ノ
大
ニ
齟
齬
セ
ル
ヲ
見
レ
バ
、
神
典
皇
史
ヲ

拝
読
セ
ザ
ル
コ
ト
必
セ
リ
、
拝
読
シ
テ
知
ラ
ザ
ル
ハ
、
不

明
ナ
リ
、
不
智
ナ
リ
、
且
学
問
と
ハ
、
字
を
読
む
事
に
て
、

む
つ
か
し
き
事
に
あ
ら
ず
」
ト
ハ
、
何
ノ
妄
言
ゾ
ヤ
、
皇

国
ノ
詞
ニ
、
学
ハ
、
マ
ネ
ブ
ニ
テ
、
神
典
皇
史
ニ
記
サ
レ

オ
ホ
ミ

テ
ブ
リ

マ

ネ

タ
ル
処
ノ
、
上
代
ノ
大
御
手
風
ヲ
真
似
ビ
テ
、
第
一
君

臣
ノ
大
義
、
御
国
体
ノ
大
本
ヲ
弁
知
シ
、
治
乱
興
廃
ノ

マ

ネ

蹟
ヲ
察
シ
、
今
日
ノ
実
際
上
ニ
真
似
ビ
用
ユ
ル
ゾ
、
学

ア
サ
マ
シ

問
ノ
要
ト
ス
ル
処
ナ
ル
ヲ
、
字
ヲ
読
ム
迄
ト
ハ
浅
猿

キ
了
簡
ナ
リ
、
又
云
ク
、
今
我
国
に
外
国
の
交
易
始
り

云
〃
」
ト
、
実
ニ
世
界
ノ
人
情
世
態
ニ
通
ゼ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ザ
ル
御
時
世
ナ
リ
、然
レ
ト
モ
、物
有
�本
末
�、
事
有
�終
始
�、

先
ツ
皇
学
ニ
従
事
シ
テ
、
君
臣
ノ
大
義
、
御
国
体
の
基
本
ヲ

ヒ

リ

レ
ト
モ

レ
ト
モ

窺
知
リ
、謂
ユル
大
和
魂
ヲ
練
固
メ
、磨

而
不
�磷
、涅

而

不
�緇
、
真
ノ
大
日
本
人
ト
ナ
リ
、
而
後
ニ
始
メ
テ
外
国

ノ
書
ヲ
読
ミ
、
万
国
ノ
世
下―

態
人
上―

情
ニ
通
シ
テ
可
ナ
リ
、

何
ゾ
本
ヲ
置
テ
、
末
ニ
走
ラ
ン
、
頃
者
洋
学
者
流
、
彼
ヲ

知
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
患
ト
ス
レ
ド
、
己
ヲ
知
リ
、
彼
ヲ
知

ル
ハ
、
兵
家
ニ
モ
貴
ブ
処
ナ
ル
ニ
、
己
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、

彼
ヲ
ノ
ミ
知
ル
故
ニ
、
先
入
主
ト
成
テ
、
彼
ガ
長
ス
ルマ

ネ

処
ヲ
取
ル
ハ
、
サ
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
、
却
テ
彼
ガ
短
ヲ
真
似

ビ
、
勿
論

体
ナ
ク
モ
廃
帝
ノ
説
ヲ
唱
ヘ
、
脱
刀
ノ
論
ヲ
発

ス
ル
ニ
至
ル
ハ
、
迷
ヘ
ル
ノ
甚
シ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
然

ム
シ
ロ

レ
バ
寧
洋
書
ヲ
読
ズ
シ
テ
、
万
国
ノ
人
情
世
態
ニ
通

ゼ
ズ
ト
モ
、
我
皇
国
君
臣
ノ
大
義
、
御
国
体
ノ
大
本
ヲ
忘

レ
ザ
ル
コ
ソ
、
臣
子
タ
ル
者
ノ
本
意
ナ
レ
、
カ
ヽ
ル
真

理
ヲ
モ
弁
ゼ
ズ
シ
テ
、
徒
ニ
独
立
自
由
ヲ
逞
ク
シ
、
始

メ
テ
真
ノ
大
日
本
ト
ナ
ラ
ム
ト
ハ
、
水
上
に
煙
ヲ
求

メ
、
火
中
ニ
氷
ヲ
尋
ヌ
ル
ガ
如
シ
、
抑
真
ノ
大
日
本
ト

ナ
ラ
ン
ト
欲
セ
バ
、
他
ナ
シ
、
唯
人
心
ヲ
一
ニ
ス
ル
ニ

ア
リ
、
人
心
ヲ
一
ニ
ス
ル
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
、
宗
旨
ヲ
一
ニ

ス
ル
ナ
リ
、
応
神
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
支
那
ノ
書
渡
リ
、
欽

明
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
浮
闍
ノ
教
入
リ
、
頃
歳
洋
夷
来
航
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邪
教
漫
潤
、
其
害
既
ニ
尠
カ
ラ
ズ
、
天
下
ノ
人
、
漢
魂
ア

リ
、
仏
魂
ア
リ
、
洋
魂
ア
リ
、
人
心
画
一
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
因

テ
、
皇
国
人
ニ
シ
テ
、
皇
国
人
ニ
非
ザ
ル
者
半
ニ
過
タ

リ
、
故
ニ
外
患
ア
ラ
バ
、
何
ゾ
用
ユ
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
、
徒

ニ
用
ユ
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
耳
ナ
ラ
ズ
、
又
従
テ
害
ヲ
ナ

サ
ン
ト
ス
、
然
レ
バ
、
真
ノ
大
日
本
ト
成
ラ
ム
ト
欲
セ

バ
、
真
ノ
大
日
本
学
ヲ
修
業
シ
、
真
ノ
大
日
本
魂
ヲ
練

熟
シ
、
真
ノ
大
日
本
人
ト
ナ
リ
、
而
後
ニ
諸
蕃
各
国
ノ

書
ヲ
渉
猟
シ
、
其
毎
国
ノ
事
情
ニ
通
シ
、
兵
艦
器
械
等
、

彼
ガ
長
ヲ
取
テ
、
我
ガ
物
ト
ナ
シ
、
皇
国
固
有
ノ
勇
武

カ
ナ

ヲ
以
テ
、
此
ヲ
用
ユ
ル
時
ハ
、
謂
ユ
ル
鬼
ニ
鉄
棒
、
誰
カ

敢
テ
之
ニ
敵
セ
ム
、
此
ニ
於
テ
カ
始
メ
テ
海
東
ニ
独

立
シ
テ
、
真
ノ
大
日
本
ト
ハ
成
リ
ヌ
ベ
シ
、
故
ニ
曰
ク
、

宗
旨
ヲ
一
ニ
ス
ル
ニ
ア
リ
ト
、
然
ル
ニ
学
流
の
得
失

よ
り
も
、
我
本
国
の
利
害
を
考
え
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
ト

ハ
、
何
事
ゾ
ヤ
、
国
ノ
利
害
ハ
、
学
流
ノ
得
失
ニ
因
テ
生

ズ
ル
物
ナ
ル
ヲ
ヤ

右
留
別
書
中
ニ
説
ク
処
ハ
、
人
心
ニ
激
セ
ン
コ
ト
ヲ
恐

レ
テ
、
頗
ル
潤
色
ス
ル
処
ア
リ
、
然
リ
ト
雖
、
平
常
ノ
言

ソ
コ

ツ

行
ニ
照
シ
テ
之
ヲ
見
レ
バ
、
其
底
意
ノ
奸
且
邪
ナ
ル
、

ヅ

知
ル
ベ
キ
耳
、
但
シ
予
ガ
論
弁
ノ
当
否
ハ
、
先
漢
仏
洋

三
癖
ノ
執
魂
ヲ
却
掃
シ
、
我
身
ヲ
シ
テ
、
生
レ
ナ
ガ
ラ

ナ
ル
皇
国
人
ト
ナ
シ
、
心
ヲ
公
平
ニ
シ
テ
思
惟
セ
バ
、

忽
チ
了
解
ス
ベ
キ
ナ
リ
、
若
ソ
レ
漢
仏
洋
ノ
樊
圍
ヲ

ス
レ
バ

ニ

フ

ヲ

出
ザ
ル
時
ハ
、謂
ユ
ル
簸
糠
眯
�
目
、四
方
易
�位
ニテ
、疑

ヲ
容
ザ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
サ
ル
人
ニ
ハ
如
何
ト
カ
セ
ム
、

明
治
四
年
辛
未
二
月
既
望

花
王
園
主
人
誌
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註1

主
の
誤
り
カ

2

原
文
マ
マ

3

原
文
マ
マ

4

原
文
マ
マ

5

諳
カ

6

弖
の
誤
り
カ
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